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解決手法について 

 

１１１１    全量運び出し（補足説明）全量運び出し（補足説明）全量運び出し（補足説明）全量運び出し（補足説明）    

廃棄物跡地の形質変更を行う場合、国が示したガイドラインに基づき、対策を講じる必要が

あります。全量運び出しの場合、形質の変更に該当しますので、生活環境の保全上の支障が生

じないように、事前に各種の対策を取る必要があります。 

以下に、ガイドラインの一部を紹介します。 

 

① ガイドラインの適用範囲 

このガイドラインは、都道府県が指定した「廃止された最終処分場」について、その土地

の形質変更を行う場合の対応方法が示されています。 

愛知県も、廃止された最終処分場について、ホームページで公表しています。しかし、三

共資源工業の産廃処分場跡地については、廃止手続きが完了していませんので、「指定区

域」として指定されることがなく、処分場の取消しを受けました。 

なお、形質変更に係る手続きは、「許可制」ではなく「届出制」となっており、工事着手

の７日前に、愛知県に届け出れば良いこととなっています。 

 

② 跡地の取扱い 

三共跡地については、これまでの会議において説明しましたが、廃棄物の処理及び清掃に

関する法律の適用を受けないことから、本来であれば、手続きまた、ガイドラインに従うこ

となく、土地の形質変更は可能となります。しかし、廃止手続きを受けたその他の処分場

※1

に比べ、生活環境に与える影響が大きいことが考えられますので、国が定めたガイドライン

に基づき、環境対策されることが望まれます。 

 

※1 汚水処理前の排水について、国が定める排水基準をクリアーした場合（水質が安定

した場合）、その処分場は廃止することができる。 
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解決手法について 

 

３３３３    封じ込め封じ込め封じ込め封じ込め    

封じ込め手法については、費用、工事期間また、環境への安全面などから、日本各地の産業

廃棄物不法投棄等事案において広く取り入れられている手法です。 

この手法は、第３回会議で示しました、「全量運び出し」と違い、跡地の廃棄物の形状変更

を最小限に抑え、汚染物質を外に漏らさないように封じ込めることにより、付近住民や漁業関

係者に対しての生活環境を保全する効果が期待できます。なお、費用対効果から見れば、一色

地区産廃跡地問題を解決する上で有力な手法であると思われます。 

 

１）工法１）工法１）工法１）工法    

封じ込めには各種の工法があります。これから紹介する工法を組み合わせることにより、

効果の高い手法となることが考えられます。 

① 止水矢板工法 

遮水シートが破れている場合、廃棄物に接触した水は、地下に浸透し地下水に溶け込み、

下流に汚染を広げることが考えられます。 

汚染を防ぐ方法としては、止水機能が得られる鋼矢板を、地下水が浸透しない粘土など

の不浸透層まで打ち込み、外界と遮断する工法です。 

 

施工延長 ： 第１工区、第２工区、第３工区 … 約１，９００ｍ 

      第２工区、第３工区 … 約１，４００ｍ 

      第３工区のみ … 約１，２００ｍ 

 

② キャッピング工法 

キャッピングは、雨水が跡地内の覆土表面から廃棄物へ浸透するのを防ぐ目的で敷設す

るもので、遮水シートやアスファルトシートなどが用いられます。 

 

施工面積 ： 第１工区、第２工区、第３工区 … １４９，２２０㎡ 

      第２工区、第３工区 … 約９０，０００㎡ 

      第３工区のみ … ４５，０９４㎡ 

 

③ ガス抜き工法 

プラスチック、木片などの有機物は、分解される過程で、メタンガスを発生することが

考えられます。また、汚泥や石膏ボードなどからは、化学反応により硫化水素が発生する

ことが知られています。 

メタンガスについては、引火の危険性があるものの、人体への直接の危険性はありませ

ん。また、硫化水素については、２００から３００ppmで急性中毒症状を起こすことが
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知られています。 

ガス抜き工法は、ガス抜き管などを敷設し、大気中に低濃度で拡散させることを目的と

しています。 

※ 跡地におけるガス抜き設備は、設計上、第１工区８箇所、第２工区８箇所、第３工

区５箇所が設けられていますが、１０年以上に亘り管理されていませんので、汚水処

理施設同様に機能していないことが考えられます。 … P２ ～ P５ 参考 

 

④ 埋立物安定化工法 

跡地内の廃棄物を「不溶化剤」や「固形化剤」などの薬品により固形化、安定化させ

る工法です。 

固形化するまで時間が掛るため、この方法のみの対応はありません。 

 

※ 第１工区、第２工区の廃棄物は、大半が環境負荷の少ない「鉱さい」と思われますの

で、対応する工区を限定した工法を取ることが考えられます。… P2２ 参考 

 

２２２２））））封じ込め工法封じ込め工法封じ込め工法封じ込め工法のののの効果効果効果効果    

① 生活や食の安全の確保 

住民、漁業関係者を始めとした人々の生活環境及び三河湾産等の海産物を始めとした

食の安全に対して現状維持が期待できます。 

 

② 跡地の有効活用 

キャッピングなどを損傷させない範囲で、跡地上部の有効利用が可能となります。 

  例：太陽光発電施設 

 

③ 作業に係る安全の確保 

廃棄物の全量運び出しと異なり、廃棄物の形状変更を最小限に抑えるため、工事の際

の周辺への環境影響を最小限に留めることができます。 

 

３３３３））））封じ込めを行う封じ込めを行う封じ込めを行う封じ込めを行う場合の場合の場合の場合の問題点問題点問題点問題点    

① 高額な処理費用を誰が負担するのか（全量運び出し等各手法共通） 

全量運び出しのような処理費用にはならないものの、数十億円単位の費用が掛る見込み

です。 

 

② 産廃跡地に係る地主の理解が得られるか（全量運び出し等各手法共通） 

緊急性がなく、市が独自で対応する場合には、地主の反対を受けることが考えられます。 

土地の形質を変更する場合は、地主全員の了解が必要となります。ただし、廃棄物の処

理及び清掃に関する法律第１９条の７に規定する、「生活環境の保全上の支障の除去等の
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措置（行政代執行）」を実施する場合は、了解を得ずに実施することは可能です。 

 

③ 効果の持続 

本来、選択した解決手法は、永久的な効果が望まれますが、封じ込めの場合、止水矢板

は、鋼製であることから酸素と接触する部分が腐食を起こします。また、キャッピングシ

ートについては、紫外線などにより劣化することが考えられます。 

※ 第３回会議で示した、汚水処理施設稼働を併用することにより、廃棄物浄化を進め

ることが期待できます。なお、この場合は、キャッピング工法は不要となります。 

 

④ 跡地周辺の監視 

跡地周辺の地下水を定期的に監視継続して行く必要があります。 

 

⑤ 矢板の打設 

矢板は、不浸透層まで打設しなければ効果が得られないので、この層の有無が問題と

なります。 

 

⑥ 雨水対策 

キャッピング工法については、１４９，２２０㎡（新田全体の約２０％）に降る雨が、

地面に浸透することがなくなるため、全量が排水路を流れ、最終的には、排水機場の調

整池に集中することになります。したがいまして、ポンプの排水能力に問題が生じるこ

とが考えられます。 

※ 排水能力：０．９トン／秒  
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